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スマート アカウントの管理 
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学習内容： 
• Cisco Software Central（CSC）でのスマート アカウントの管理方法 
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スマート アカウントのタイプ 



スマート アカウントのタイプ 
資産は会社所有として表されるため、企業全体で容易に共有できる 

スマート アカウント 
スマート アカウント対応製品が保存されるアカウントです。ライセンスは、お客様が直接管理
するか、チャネル パートナーまたは関係者が管理することができます。 
 
対象者：すべてのお客様 



スマート アカウントの管理 



Cisco Software Central（CSC） 
スマート アカウントの管理 

スマート アカウントにアクセスして管理するには、[スマートアカウントの管理（Manage Smart 
Account）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 - アカウントのプロパティ  
アカウントのプロパティ 

アカウント名の変更は、アカウントの承認者または管理者が [アカウントのプロパティ（Account Properties）] タブで行います。 
[トランザクションベースで自動的にバーチャルアカウントを作成（Transaction Based auto Virtual Account Creation）] はデフォルトでは 
[許可（Allowed）] になっていますが、SA 管理者によってオフにできます。 
[Eメールアドレスからスマートアカウントを検索する（Smart Account Search by Email ID）] も SA 管理者が有効または無効にすること
ができます。 
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アカウント名には会社名を使用して、アカウント所有者の会
社のドメインを正確に反映する必要があります。 

 
たとえば、ドメインが Cisco.com である場合、アカウント名

は Cisco でなければなりません。 

トランザクション ベースで自動的にバーチャル アカウント
を作成は、注文トランザクションの一部でバーチャル アカウ
ントの自動作成を行う場合に許可（または許可しない）され
ますが、注文が会社用で、注文のエンド ユーザがスマート 
アカウントと同じメール ドメイン（例：@company.com）

を持っていることが前提になります。 
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3 [Eメールアドレスからスマートアカウントを検索する
（Smart Account Search using member Email ID）]： 
この設定を使用して、認定パートナーは、このスマート ア
カウントの既知のメンバーのメール ID（アドレス）で 

Cisco Commerce のカスタマー スマート アカウントを検
索できます。 
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バーチャル アカウントの管理 



スマート アカウントの管理 – バーチャル アカウント 
新規バーチャル アカウントの追加 

[バーチャル アカウント（Virtual Accounts）] タブで、[新規のバーチャル アカウント（New Virtual Account）] をクリックして新規のバー
チャル アカウントを追加します。 
バーチャル アカウントの [名前（Name）] と [説明（Description）] を入力します。 
[Commerce アクセス レベル（Commerce Access Level）] を設定する必要があります。[パブリック（Public）] または [プライベート
（Private）]* を選択してください。 
[保存（Save）] をクリックします。 
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パブリック（Public）：Cisco Commerce（パートナー
が利用する発注ツール）でバーチャル アカウント名が
検索結果として表示されます。 
 

プライベート（Private）：Cisco Commerce（パート
ナーが利用する発注ツール）でバーチャル アカウント
名が検索結果として表示されませんが、手動で見積書
や注文で割り当てることは可能です。 
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新規バーチャル アカウントの追加 

 作成されたすべての新規バーチャル アカウントは、[バーチャルアカウント（Virtual Account）] ページに [コマースア
クセスレベル（Commerce Access Leve）] の値とともに表示されます。 
[コマースアクセスレベル（Commerce Access Level）] 列の値に基づいてリストを並べ替えることができます。 
名前でバーチャル アカウントを検索することもできます。 
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既存のバーチャル アカウントの [コマースアク
セスレベル（Commerce Access Level）] が  

[パブリック（Public）] に設定されている場合、
必要に応じてこの値を [プライベート

（Private）] に更新できます。 
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スマート アカウントの管理 – バーチャル アカウント 



スマート アカウントのアクティベー
ションの時点で、[デフォルト
（Default）] のバーチャル アカウン
トが作成されます。これは、お客様
が自分のスマート アカウントに他の
バーチャル アカウントを設定してい
ない場合に注文を一時的に割り当て
るために作成されます。 
 
[デフォルト（Default）] バーチャル 
アカウントの [コマースアクセスレベ
ル（Commerce Access Level）] は 
[パブリック（Public）] に設定され、
パートナーが Cisco Commerce で注
文を割り当てるために使用できます。 
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スマート アカウントの管理 – バーチャル アカウント 
[デフォルト（Default）] バーチャル アカウント  
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スマート アカウントの管理 – バーチャル アカウント 
バーチャル アカウントの編集  
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[バーチャルアカウント（Virtual Account）] の名前をクリックして既存のバーチャル アカウントを編集します。 
[名前（Name）] と [説明（Description）] を編集できます。 
[コマースアクセスレベル（Commerce Access Level）] を（[パブリック（Public）] から [プライベート（Private）] に、
またはその逆に）変更することもできます。 
[アカウントの削除（Delete Account）] をクリックすると、バーチャル アカウントを削除できます。 
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Cisco Software Central（CSC） 
スマート アカウントの管理 – バーチャル アカウントのベスト プラクティス 

 
1 つのスマート アカウント内に複
数のバーチャル アカウントを作成

できます。 

• スマート アカウント内に複数の
バーチャル アカウントを作成し
て資産を細かく分割すると、
ロールに応じた アクセス コント
ロールを確保できます。 

バーチャル アカウントを使用して、
ライセンスのアクセス制御が可能

です。 

• バーチャル アカウント ユーザは
バーチャル アカウントに割り当
てられるため、そのバーチャル 
アカウント内のライセンスのみ
管理できます。 

 

Cisco Commerce 検索 

• パブリック バーチャル アカウン
ト名は、Cisco Commerce
（CCW）スマート アカウント検
索でパートナーに表示されます。 

• プライベート バーチャル アカウ
ント名は、Cisco Commerce 検
索では表示されませんが、見積
もり/注文時に、正確な VA 名を
入力してパートナーが割り当て
ることができます。 

 



ユーザ管理 



スマート アカウントの管理 – ユーザ 
新規ユーザ 

 [ユーザ（Users）] タブには、特定のアカウントに関連するすべてのユーザが表示されます。 
 
[ユーザ（Users）] を選択すると、ユーザのリストとユーザを追加するオプション [新しいユーザ
（New User(s)）] が表示されます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ 
新規ユーザの識別 

[ステップ1（Step 1）] の [新規ユーザの識別（Identify New Users）] で、新規ユーザのメールまたは 
Cisco.com ID を入力して 1 人以上の新規ユーザを追加できます。 
ユーザのリストを含む CSV ファイルをアップロードすることもできます。 
サンプルの CSV ファイルをダウンロードし、ユーザのリストとともにアップロードできます。 

1 

2 

2a 

1 

2 

2a 



スマート アカウントの管理 – ユーザ 
新規ユーザの識別 

新規スマート アカウント ユーザのメール ID または Cisco.com ID を入力した後に、[検索（Search）] をクリックし
ます。 
システムで、これらのユーザにプロファイルが設定されているかどうか確認されます。 
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2 一致がある場合は、ポップアップに、
[ステータス（Status）]、[氏名（Full 
Name）]、[メールアドレス（Email 
Address）]、[Cisco.com ID]、およ
び [会社（Company）] などの詳細
が自動的に入力されます。 
 
[次へ（Next）] を選択して処理を続
行します。 
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新規ユーザの場合、[ステータス
（Status）] は [新規ユーザ（New 

User）] になります。ユーザがすでにこ
のスマート アカウントに追加されてい
る場合は、[ステータス（Status）] に 

[追加済み（Already Added）] と表示さ
れ、処理を進めることはできません。 



スマート アカウントの管理 – ユーザ 
スマート アカウントのロールを選択 
 次に、[ステップ2：ロールの選択（Step 2: Select Roles）] に

リダイレクトされます。 
ここでは、ロールと関連の権限が割り当てられます。 1 

スマート アカウント管理者は、次のロールを
他のユーザに割り当てることができます。 
 
• スマート アカウント ユーザ  
• スマート アカウント管理者  
• スマート アカウント承認者  
• 特定のバーチャル アカウントにのみに割り
当て 

 
割り当てるロールを決定したら、対応するラ
ジオ ボタンを選択し、 [次へ（Next）] を選
択して続行します。 
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スマート アカウント承認者ロールは、プライマ
リ メール ID ドメインがスマート アカウントの
ドメイン ID に一致するユーザにのみ割り当てる

ことができます。 



スマート アカウントの管理 – ユーザ 
バーチャル アカウント ロールの選択 
 [ステップ2：ロールの選択（Step 2: Select 

Roles）] で、[特定のバーチャルアカウントの
みのロールを割り当て（Assign Roles to 
specific Virtual Accounts only）] を指定し
て適切な権限を設定できます。 
 
その後、ドロップダウン メニューから適切な
バーチャル アカウントを選択します。 
 
最後に、新規ユーザに割り当てる適切なロー
ル（管理者ロールまたはユーザ ロール）を選
択します。 
 
[次へ（Next）] を選択して続行します。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ 
確認 

[ステップ3：レビューと確認
（Step 3: Review and Confirm）] 
で、最終確認用にユーザ情報と提
案されたロールの割り当てが表示
されます。 
 
記載されている情報が正しい場合、
[ユーザを追加（Add User）] を選
択して処理を完了します。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ 
新規スマート アカウント ユーザ 
  

 新規スマート アカウント ユーザは、新しいロール
に関する確認メールを受信します。 

 
これらのユーザは、メインの [ユーザ（Users）]  
タブにも表示されます。 
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既存のユーザのロール権限を変更 

1 

1 

スマート アカウント管理者は、
メインの [ユーザ（Users）]  
タブからユーザ名を選択して
ユーザ情報を表示できます。 
 
[一般（General）] ユーザ情報、
および [ロール管理（Role 
Management）] に関するオプ
ションを示すポップアップが表
示されます。 

スマート アカウントの管理 – ユーザ 



スマート アカウントの管理 – ユーザ 
既存のユーザのロール権限を変更 
スマート アカウント管理者は、
[ロール管理（Role 
Management）] タブを使用し
て、既存のロールからユーザ
を削除したり、 
 

他のバーチャル アカウントへ
のロールの再割り当てなどを
実行できます。ロールの再割
り当てを確認するには、アカ
ウントを選択してから、 
 

ロールを選択する必要が 
あります。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ 
既存のユーザのロール権限を変更 

スマート アカウント管理者は、別のユーザ
のロールをスマート アカウント管理者また
はスマート アカウント ユーザを含む、どの
ロールにも変更ですることができます。 
 
ロールが変更されると、前のロールと新し
いロールを記載した確認メールがユーザに
送信されます。 
 
変更はイベント ログにも書き込まれます。 
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スマート アカウント ユーザとバーチャル ア
カウント ユーザは、自身が割り当てられて
いるスマート アカウントから自身を削除す

ることができます。 



スマート アカウントの管理 – ユーザ 
ユーザにメッセージを送信 

スマート アカウント管理者の場合は、[ユーザ（Users）] タブからユーザにメッセージをすぐに送信できます。 
[メッセージの送信（Send Message）] をクリックします。 
ダイアログ ボックスで、メッセージを受信するユーザ（すべてのユーザ、またはスマート アカウント承認者、スマート アカ
ウント管理者、スマート アカウント ユーザ、バーチャル アカウント ユーザなど特定の権限を持つユーザ）を選択できます。 
メッセージの作成が完了したら、[送信（Send）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループのユーザ 
ユーザ グループに属するユーザ 

ユーザ グループに属するユーザを表示するには、[ユーザグループのユーザ（User Group Users）] オプ
ションを選択し、ロール権限に基づくユーザの表示と、ユーザ グループに基づくユーザの表示を切り替
えることができます。 
各ユーザの詳細を確認するには、ユーザ名をクリックします。 
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すべてのスマート アカウントとバー
チャル アカウントの管理者および
ユーザは、ユーザ グループ内のユー

ザを表示できます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループのユーザ 
ユーザ グループに属するユーザ 

 ポップアップ ウィンドウから、次の内容を表
示できます。 
 
[ユーザ情報（User Information）]：氏名、
メール アドレス、Cisco.com ID、会社など 
 
[ユーザグループ情報（User Group 
Information）]：ユーザが属しているユーザ 
グループ、バーチャル アカウントでのそのメ
ンバーシップ レベルと割り当てられている
ロールのリストなど。 
 
[ユーザグループ名（User Group Name）] を
クリックすると、ユーザ グループが [ユーザグ
ループ（User Groups）] タブに表示されます。
これは表示専用アクセスです（グループの所
有者は除く）。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループのユーザ 
ユーザ グループに属するユーザ 

 検索フィールドから特定のユーザ グループを検索すると、そのユーザ グループに属するすべての
ユーザが表示されます。 
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ユーザ グループの管理 



スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザ グループ 
パートナー組織は、スマート アカウント内にユーザ グループを作成することで大量のお客様とその資産
を効率的に管理できます。ユーザ グループを使用すると、ユーザを個別に管理するのではなく、複数の
ユーザのアクセスを簡単に管理できるようになります。 
ユーザ グループ所有者は、任意の数のユーザをグループに追加し、これらのユーザに対してグループ レ
ベルでスマート アカウントおよびバーチャル アカウントのアクセスを定義できます。 

 
このオプションは特に、さまざまな顧客
を持つパートナーおよびサービス プロバ

イダーに推奨されます。 
 



スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
新規ユーザ グループを作成 

新しいユーザ グループを作成するには、[新規ユーザグループ（New User Group）] をクリックします。 1 

1 

スマート アカウント管理者のみ、
新規ユーザ グループを作成でき

ます。 



スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
新規ユーザ グループを作成 

 [ユーザグループ名（User Group Name）] 
および [説明（任意）（Description 
(optional)）] を指定する必要があります。 
 
グループ名（例：導入担当エンジニア）、
および説明（例：西海岸導入チーム）を入
力します。 
 
[作成（Create）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
新規ユーザ グループを作成 

 新しいユーザ グループが正常に作成されたことを通知する確認メッセージが表示されます。 4 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザ グループへの新規メンバーの追加 
次のフィールドにクレデンシャルを入力して、ユーザ グループに新しいメンバーを追加できます。 
• Cisco IDまたはメールによるユーザの追加（Add Users By Cisco ID or Email） 
csv 形式のファイルをアップロードして（[ユーザのアップロード（Upload Users）]）複数のユーザを追加
することもできます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザ管理 
[グループ所有者（Group Owner）] のチェックボックスをクリックして、ユーザにグループ所有権を付与できます。 
[アカウントユーザ（Account User）] の値は、ユーザがユーザ グループに追加される前にすでにスマート アカウントの
メンバーになっていたことを示します。 
変更が完了したら、[ユーザグループ管理に戻る（Back to User Group Management）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
バーチャル アカウント アクセスの管理  

 ユーザ グループのバーチャル アカウント アクセスの管理が簡単にできます。 
• [アクション（Actions）] で、[実行するアクション（I want to…）] をクリックします。 
• ドロップダウン メニューから [バーチャルアカウントアクセスの管理（Manage Virtual Account Access）] を選択し

ます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
バーチャル アカウント アクセスの割り当て  

 左側には、アクセスを提供できる [利用可能なバーチャルアカウント（Available Virtual Accounts）] が表示
されます。 
右側には、[選択されたバーチャルアカウント（Selected Virtual Accounts）] が表示されます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
バーチャル アカウント アクセスの割り当て  

 追加するバーチャル アカウントを選択し、[選択したバーチャルアカウントにロールを割り当てる（Assign Roles to Selected Virtual 
Accounts）] をクリックします。 
[選択したバーチャルアカウントにロールを割り当てる（Assign Roles to Selected Virtual Accounts）] から、割り当てるロールとして、
[バーチャルアカウント管理者（Virtual Account Admin）] または [バーチャルアカウントユーザ（Virtual Account User）] のいずれかを選
択します。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
バーチャル アカウント アクセスの割り当て  

 追加されたバーチャル アカウントは、変更を取り消す必要がある場合、削除できます。 
• 各バーチャル アカウントの横にある [X] をクリックするか、[すべて削除（Delete All）] をクリックします。 
バーチャル アカウントが追加されたら、[適用（Apply）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
バーチャル アカウント アクセスの割り当て  

 変更が正常に更新されていることを知らせる確認メッセージが表示されます。 
変更が完了したら、[ユーザグループ管理に戻る（Back to User Group Management）] を実行できます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザの表示（View Users） 
グループ内のユーザの数をクリックすると、ユーザのリストが表示されます。 
リストが展開されて、ユーザとそのメール アドレスのリストが表示されます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザ管理 
ユーザ グループのユーザの管理が簡単にできます。 
• [アクション（Actions）] で、[実行するアクション（I want to…）] をクリックします。 
• ドロップダウン メニューから [ユーザの管理（Manage Users）] を選択します。 
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2 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザ管理 

 [グループ所有者（Group Owner）] のチェックボックスをオンにして、ユーザ グループに所有権を付与します。 
[確認（Confirm）] をクリックし、選択したユーザに所有権を割り当てます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザ管理 

 ユーザの所有ステータスが正常に更新されたことを知らせる確認メッセージが表示されます。 
変更が完了したら、[ユーザグループ管理に戻る（Back to User Group Management）] を実行できます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザ グループにメッセージを送信 
ユーザ グループにメッセージの送信が簡単にできます。 
• [アクション（Actions）] で、[実行するアクション（I want to…）] をクリックします。 
• ドロップダウン メニューから [ユーザグループにメッセージを送信（Send Message to User Group）] 

を選択します。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
ユーザ グループにメッセージを送信 

 テキスト ボックスにメッセージを入力します。 
[送信（Send）] をクリックして、メールでユーザ グループにメッセージを送信します。 
メッセージが正常に送信されたことを示す確認メッセージが表示されます。 
[閉じる（Close）] をクリックして、ウィンドウを閉じます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部アクセスのリクエスト 
ユーザ グループの外部スマート アカウントへのアクセスのリクエストが簡単にできます。 
• [アクション（Actions）] で、[実行するアクション（I want to…）] をクリックします。 
• ドロップダウン メニューから [外部スマートアカウントへのアクセスをリクエスト（Request Access to 

External Smart Accounts）] を選択します。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部アクセスのリクエスト 

 エンド カスタマー組織の既知の担当者のメール アドレスを入力します。リクエスト承認者の注意/メッ
セージを追加します。 
エンド カスタマー担当者をエンド カスタマーのスマート アカウント内の管理者にするか、リクエストを
管理者に転送してリクエストを承認できます。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部アクセスのリクエスト 

 詳細を入力したら、[送信（Send）] をクリックします。 4 

4 



スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部アクセスのリクエスト 

 リクエストが正常に送信されたことを知らせる確認メッセージが表示されます。 
リクエストの [リクエストコード（Request Code）] も表示されます。 
必要に応じて、[再送信（Resend）] をクリックしてリクエストを再送信することもできます。 
[閉じる（Close）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部スマート アカウントへのアクセス リクエストの承認 

 リクエストが送信されたエンド カスタマー担当者（スマート アカウント管理者）は、リクエスト検索 ID 
が記載されたメールを受信します。 
 

1 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部スマート アカウントへのアクセス リクエストの承認 

 メールには他の詳細も含まれています。 
• ペアレント スマート アカウント 
• グループ内のユーザ 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部スマート アカウントへのアクセス リクエストの承認 

 スマート アカウントへのアクセス リクエストを承認できます。 
[実行するアクション（I want to）] から [外部ユーザグループへのアクセスの割り当て（Assign Access 
to External User Groups）] を選択します。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部スマート アカウントへのアクセス リクエストの承認 

 スマート アカウント管理者は、Cisco Software Central からのリクエストを承認して、[スマートアカウ
ントの管理（Manage Smart Account）] セクションにアクセスし、メール通知に指定されたリクエスト検
索 ID を入力するユーザが属するユーザ グループに移動します。 
[検索（Look up）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部スマート アカウントへのアクセス リクエストの承認 

 システムでクエリが実行され、次の関連情報が取得
されます。 
アクセスを要求したユーザ グループ（親のスマート 
アカウントとアカウント ドメイン ID に関する情報を
含む） 
該当ユーザ グループ内のユーザ 
[続行（Continue）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部スマート アカウントへのアクセス リクエストの承認 

 ユーザ グループにアクセスが提供されるバーチャ
ル アカウントを次のいずれかを基準に検索します。 
バーチャル アカウント名 
バーチャル アカウント タグ 
ユーザ グループのアクセスを設定することができ
ます。1 つ以上のバーチャル アカウントを選択し、
[選択したバーチャルアカウントにロールを割り当
てる（Assign Roles to Selected Virtual 
Accounts）] を選択します。 
[続行（Continue）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部スマート アカウントへのアクセス リクエストの承認 

 関連する詳細を確認したら、[承認
（Approve）] をクリックします。 
 
必要に応じてアクセスを拒否するオプション
があります。 
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スマート アカウントの管理 – ユーザ グループ 
外部スマート アカウントへのアクセス リクエストの承認 

 スマート アカウントへのアクセス リクエストが承認さ
れたことを示す確認メッセージが確認の詳細とともに
要求者に届きます。 
 

15 15 

 
詳細については、『Cisco Software: 

User Groups Quick Guide（シスコ ソ
フトウェア：ユーザ グループ クイッ
ク ガイド）』を参照してください。 
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カスタム タグの管理 



スマート アカウントの管理 – カスタム タグ 
バーチャル アカウントのカスタム タグ 
バーチャル アカウント レベル（部門、プラットフォーム テクノロジー、国など）でカスタム タグを作成し、それぞれの値を一覧表示で
きるようになりました。そのため、会社の組織構造と権限付与ポリシーに基づいてバーチャルアカウント（VA）を効果的に構成し、管理
できます。 
 

[カスタムタグ（Custom Tags）] タブに移動します。 
[新しいバーチャルアカウントカスタムタグ（New Virtual Account Custom Tag）] ボタンをクリックします。 
 

1 

2 

2 

スマート アカウント管理者のみ、バー
チャル アカウントの新しいカスタム 

タグを作成できます。 

1 



スマート アカウントの管理 – カスタム タグ 
バーチャル アカウントのカスタム タグ 

 
[ステップ1：全般（Step 1: General）] で、[タグ名（Tag Name）]、[説明（Description）] などのタグの詳細を入力します。 
タグの分類として [必須（Mandatory）] または [オプション（Optional）] を選択します。たとえば、Country というタグを作成し、[必須（Mandatory）] を選
択した場合、既存および新規のすべてのバーチャル アカウントで Country の値を指定する必要があります。 
また、バーチャル アカウントに対して、タグに値を 1 つだけ設定するか、複数の値を設定できるようにするかも選択できます。 
o [1つのタグ値（One Tag value）] オプションを選択した場合、1 つのバーチャル アカウントに対し、Country を 1 つだけ割り当てられます。 
o [複数のタグ値を許可（Allow Multiple Tag Values）] オプションを選択した場合、1 つのバーチャル アカウントに対し、複数の国を割り当てることができ

ます。 
[次へ（Next）] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – カスタム タグ 
バーチャル アカウントのカスタム タグ 

 [ステップ2（Step 2）] では、[ステップ1
（Step 1）] で指定したタグの [タグ値
（Tag Values）] を追加します。 
たとえば、[ステップ1（Step 1）] で 
Countryと入力した場合、さまざまな国
名（US、UK、India など）をタグの値と
して定義できます。 
 

[タグ値の追加（Add Tag Values）] ボタ
ンをクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – カスタム タグ 
バーチャル アカウントのカスタム タグ 

 [タグ値（Tag Values）] は、（[ステップ2（Step 
2）] の）ページ下部に表示されます。 
あなたはスマート アカウント管理者なので、こ
こで既存のバーチャル アカウントに各タグ値を
関連付けることもできます。 
 
省略記号 をクリックして、既存のバーチャル 
アカウントに各タグ値を関連付けます。 
 

選択したタグ値のポップアップが表示されます。
タグ値を関連付ける必要がある対象のバーチャ
ル アカウントの横にあるチェック ボックスをオ
ンにします。 
 

矢印を使用して、選択したバーチャル アカウン
トをタグ値に関連付けることができます。 
 

[OK] をクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – カスタム タグ 
バーチャル アカウントのカスタム タグ 

 [OK] ボタンをクリックすると、[タグ値の
追加（ステップ 2）（Add Tag Values 
(Step 2)）] に戻ります。このグリッドにタ
グ付けされているバーチャル アカウント
が表示されます。 
 
この例では、バーチャル アカウント 
DEFAULT および Accounting に対して 
US が Country タグの値として表示されて
います。 
 
[次へ（Next）] ボタンをクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – カスタム タグ 
バーチャル アカウントのカスタム タグ 

 [ステップ 3：レビューと確認（Step 3: 
Review and Confirm）] で、情報を再確認
できます。 
 
[バーチャルアカウントのカスタム タグの
追加（Add Virtual Account Custom Tag）] 
ボタンをクリックします。 
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スマート アカウントの管理 – カスタム タグ 
バーチャル アカウントのカスタム タグ 

 カスタム タグのランディング ページに、バーチャル アカウントのカスタム タグ「Country」が正常
に作成されたことが表示されます。 
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アカウント契約とイベント ログ 



スマート アカウントの管理 – 契約 
アカウント契約 

 カスタマー スマート アカウントで、アカウント契約（スマート ライセンス契約）、その日付、ス
テータス、および契約に署名した承認者/管理者を表示できます。 
 
 

1 

ここから、スマート アカウント管理者または承認者は、
スマート ライセンス契約を承認できます。 

• ライセンスを使用するには、スマート ライセンス
契約に同意してトークンを生成し、製品のインス

タンスを接続する必要があります。 

1 



スマート アカウントの管理 – イベント ログ 
イベント ログ 

 イベント ログでは、スマート アカウント レベルですべてのアクティビティを表示できるため、スマー
ト アカウントの可視性が向上します。 
特定の日付範囲、イベント タイプ（ユーザ管理、バーチャル アカウント管理またはスマート アカウン
ト管理）で結果をフィルタリングするか、 アクションを実行したユーザで検索します。 
 
 

1 

2 

CSC ではライセンス関連のアクティビティ
は使用できません。スマート ライセンスは 
SSM で、従来の PAK ライセンスは LRP 

に移動して確認してください。 

1 2 



スマート アカウントのロール 



スマート アカウント ユーザ バーチャル アカウント ユーザ 

スマート アカウント管理者と同様に、この
ロールはすべてのバーチャル アカウントへの
アクセスが可能です。スマート アカウント 
ユーザはライセンス アクティビティを実行で
きますが、新規のバーチャル アカウントを作
成したり、ユーザ管理アクティビティを実行

したりすることはできません。 

スマート アカウント ユーザに似ていますが、
ユーザが割り当てられたバーチャル アカウン
トに限定されます。ユーザはライセンス管理
アクティビティを実行できますが、割り当て
られたバーチャル アカウントに新規のユーザ

を追加することはできません。 

バーチャル アカウント管理者 

アカウント所有者に代わってスマート アカ
ウントの法的契約のみ承認できます。ユー
ザまたは管理者の権限は含まれていません。 

スマート アカウントとそのバーチャル アカ
ウントのすべての側面を管理します。スマー
ト アカウント管理者はスマート アカウント
全体のライセンス インベントリを表示およ
び管理したり、アカウント管理アクティビ

ティを実行したりできます。 

スマート アカウント管理者と似ていますが、
選択したバーチャル アカウントに限定され
ます。ライセンス管理アクティビティに加え
て、選択したバーチャル アカウントのユー

ザ管理も実行できます。 

スマート アカウント管理者 スマート アカウント承認者 

カスタマー スマート アカウントのロール 



カスタマー スマート アカウントのロール  
パートナーおよびカスタマー スマート アカウントのロール 

 
ユーザ ロール CSC 内での 役割 SSM 内での役割 EA Workspace 内での役割 LRP 内での 役割 

スマート アカウン
ト承認者 
 

• アカウントのプロパティを編集または表示する  
• スマート アカウントおよびバーチャル アカウント レベルで

ユーザを表示する  
• 契約を表示または承認する  
• イベント ログを表示する  

• アクセスなし • アクセスなし • アクセスなし 

スマート アカウン
ト管理者  
 

• アカウントのプロパティを編集または表示する  
• バーチャル アカウントを追加、編集、削除する 
• ユーザを追加、編集、削除する（SA および VA レベル） 
• 契約を表示または承認する  
• イベント ログを表示する  

• Smart Software Manager ですべ
てのアクティビティをスマート 
アカウント レベルおよびバー
チャル アカウント レベルで実行
可能 

• アクセス可能なスマート アカウ
ントにリンクされている EA 
workspace ですべてのアクティビ
ティを実行可能 

• アクセス可能なスマート ア
カウントにリンクされてい
る LRP ですべてのアクティ
ビティを実行可能 

 

スマート アカウン
ト ユーザ 
 

• アカウントのプロパティを表示する  
• バーチャル アカウントの表示  
• ユーザを（SA および VA レベルで）表示する  
• 契約を表示する  
• イベント ログを表示する  

• Smart Software Manager ですべ
てのアクティビティをスマート 
アカウント レベルおよびバー
チャル アカウント レベルで実行
可能 

• アクセス可能なスマート アカウ
ントにリンクされている EA 
workspace ですべてのアクティビ
ティを実行可能 

• アクセス可能なスマート ア
カウントにリンクされてい
る LRP ですべてのアクティ
ビティを実行可能 

バーチャル アカウ
ント管理者 
 

• アカウントのプロパティを表示する 
• 割り当てられたバーチャル アカウントを表示する  
• ユーザを追加、編集、削除する（バーチャル アカウント管理

者またはバーチャル アカウント ユーザを追加する役割） 
• 契約を表示する  
• イベント ログを表示する（割り当てられた VA に制限される） 

• アクセス可能なバーチャル アカ
ウントの SSM ですべてのアク
ティビティを実行可能 

• アクセス可能なバーチャル アカ
ウントにリンクされている EA 
workspace ですべてのアクティビ
ティを実行可能 

• アクセス可能なバーチャル 
アカウントにリンクされて
いる LRP ですべてのアク
ティビティを実行可能 

バーチャル アカウ
ント ユーザ 

• アカウントのプロパティを表示する  
• 割り当てられたバーチャル アカウントを表示する  
• ユーザを表示する（割り当てられた VA にリンクされている

ユーザのみ） 
• 契約を表示する  
• イベント ログを表示する（割り当てられた VA に制限される） 

• アクセス可能なバーチャル アカ
ウントの SSM ですべてのアク
ティビティを実行可能 

• アクセス可能なバーチャル アカ
ウントにリンクされている EA 
workspace ですべてのアクティビ
ティを実行可能 

• アクセス可能なバーチャル 
アカウントにリンクされて
いる LRP ですべてのアク
ティビティを実行可能 

スマート アカウント作成者には、スマート アカウ
ント管理者のロールが自動的に提供されます。 

カスタマー スマート アカウントのアカウント管理は CSC 内で行います 
ライセンスの管理とアクティベーションは SSM で行います 

詳細については、 
スマート アカウントのロールのトレーニング [英語] 

を参照してください。 

https://communities.cisco.com/docs/DOC-65645
https://communities.cisco.com/docs/DOC-65645
https://communities.cisco.com/docs/DOC-65645


パートナーへのスマート アカウントを管理するためのアクセス権の付与 
パートナーをユーザとして追加することでスマート アカウントとライセンスを管理するためのアクセスをパートナーに付与できます。 

パートナーには次の 4 つのユーザ ロールを割り当てることができます 

ロール アクセス レベル この場合に選択 

スマート アカウント管理者 パートナーは、スマート アカウント全体のライセン
ス インベントリを表示および管理したり、アカウン
ト管理アクティビティを実行することもできます。 

1 つのパートナーだけがスマート アカウント全体を管理す
る場合、またパートナーがお客様に代わってユーザおよび
バーチャル アカウントを管理する必要がある場合にのみ
このオプションを選択できます。 

バーチャル アカウント管理者 
 

パートナーは、アクセスが付与された特定のバー
チャル アカウントのライセンスのみ表示および管
理できます。パートナーは、割り当てられたバー
チャル アカウントのユーザも管理できます。 

パートナーがすべてのバーチャル アカウント内ではなく、
特定のバーチャル アカウントのライセンスを管理する場
合、このオプションを選択できます。パートナーは、割り
当てられたバーチャル アカウントのユーザも管理できる
ことに注意してください。 

スマート アカウント ユーザ 
 

パートナーは、スマート アカウント全体のライセ
ンス インベントリを表示および管理できます。 

パートナーがスマート アカウント全体を管理しても、お
客様がアカウント管理アクティビティ（バーチャル アカ
ウントの追加と削除およびユーザ管理）に対する制御を維
持する場合は、このオプションを選択できます。 

バーチャル アカウント ユーザ 
 

パートナーは、割り当てられたバーチャル アカウ
ントのライセンス インベントリを表示および管理
できます。 

パートナーが 特定のバーチャル アカウントのライセンス
を管理しても、お客様がそのバーチャル アカウント内で
ユーザの追加または削除を制御する場合は、このオプショ
ンを選択できます。 

パートナー ユーザにスマート アカウントへのアクセスを許可することは、パートナー ユーザが、ライセンス、デバイスなどを含むスマート アカウン
ト内のすべての情報にアクセスできるようになることを暗黙的に認めることになるので注意してください。 

さらに、お客様は、ライセンス トランザクションも含め、パートナーによって実行されたすべてのアクションに対する責任があることにも注意してく
ださい。 



スマート アカウント ユーザのセキュリティ 



スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
雇用主による許可解除 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以前は、個人がパートナー/顧客組織を退社した後、スマート アカウント管理者はパートナー/顧客組織自
体のスマート アカウントからそのユーザを削除できました。しかし、他の外部アカウント（該当のユーザ
がアクセスしていたエンド カスタマーのスマート アカウント）からそのユーザを削除することはできま
せんでした。 
 
例：john@serviceprovider.com は「Serviceprovider.com」スマート アカウントに加え、
「EndCustomerA.com」および「EndCustomerB.com」という 2 つの外部アカウントに属していました。
John がその組織を退社した後、会社のスマート アカウント管理者は John を「Serviceprovider.com」ス
マート アカウントからは削除しましたが、John の他のエンド カスタマー スマート アカウントへのアク
セスを可視化できないため、これらのアカウントから John を削除できませんでした。 

現在は、スマート アカウント内のすべてのユーザについて雇用状況や CCO メール ID に変更があった場
合、スマート アカウント管理者は、その従業員の外部スマート アカウント アクセスを可視化できるため、
必要に応じてアクセスを取り消すことができます。 

mailto:john@serviceprovider.com


スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
雇用主による許可解除 

 雇用主の許可解除に該当する 2 つの使用例を取り上げます。 
 

John は組織を退社しまし
たが、彼の CPR プライマ
リ メール アドレスを新し
い会社のメール ID に更新

していません。 

「ServiceProvider.com」アカウ
ントのスマート管理者は、John 
の内部および外部スマート アカ
ウント アクセスを可視化できる

ようになりました。 

「ServiceProvider.com」のスマート管理者
は、John が組織と関係なくなった場合、す

べての外部スマート アカウント
（「EndCustomerA.com」および

「EndCustomerB.com」）から John を削
除できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

John は組織を退社しまし
たが、彼の Cisco.com ID 
プロファイルのプライマ
リ メール アドレスを新し
い会社のメール ID に更新

していません。 

「ServiceProvider.com」アカウ
ントのスマート アカウント管理
者は、John の内部および外部の
スマート アカウント アクセスを
可視化できるようになりました。 

「ServiceProvider.com」のスマート アカ
ウント管理者は、John が組織と関係なく
なった場合、すべての外部スマート アカウ
ント（「EndCustomerA.com」および

「EndCustomerB.com」）から John を削
除できます。 

使用例 #1 

使用例 #2 

必要な場合、スマート アカウント
管理者は Cisco Software Central 
ポータルでスマート アカウントに
対してこのユーザを再許可できます。 

John は組織を退社し、 
自分の Cisco.com ID プロ
ファイルで自分のプライ
マリ メール アドレスを新
しい会社のメール ID に更

新しました。 

プライマリ メール アドレスが変更される
と、現在のスマート アカウントのアクセ
ス（内部および外部アカウント）はすべ

て自動的に取り消されます。 
スマート アカウント管理者に通知が送信

されます。 



スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
Cisco Software Central でのユーザ許可解除の仕組み 

[スマートアカウントの管理（Manage Smart Account）]  [Users（ユーザ）] タブで、スマート アカウント管理者は次の 2 つのサブタブを確認
できます。 
• [アカウントユーザ（Accounts Users）]：この特定の（選択された）スマート アカウントに割り当てられているすべてのユーザを含みます。 
• [会社ユーザ（Company Users）]：内部のスマート アカウントおよび外部のスマート アカウントにアクセスできるすべての会社ユーザを含

みます。 
• 3 つのロールがあります：Internal & External access、Internal access only、External access only 



スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
Cisco Software Central でのユーザ許可解除の仕組み 

ユーザ名をクリックすると、 ポップアップが表示され、スマート アカウント管理者は次の 3 つのサブ
タブでユーザ情報を確認できます。 
• この特定のスマート アカウントに関連する一般的なユーザ情報  
• 内部アカウント アクセス 
• 外部アカウント アクセス 

[全般（General）] タブで、SA 管
理者はユーザ情報と割り当てられて

いるロールを確認できます。 
SA 管理者は、選択したスマート ア
カウントからユーザを削除すること

もできます。 

1 

1 

2 

2 



スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
Cisco Software Central でのユーザ許可解除の仕組み 

 [内部アカウントアクセス（Internal Account 
Access）] タブの [「選択済みスマートアカウント」
（選択済みアカウント）でのアクセス（Access in 
“Selected Smart Account” (selected Account)）] で、
スマート アカウント管理者は、この特定の（選択済
み）スマート アカウントでユーザに現在付与されて
いるロールを確認できます。 
 
スマート アカウント管理者は、各ユーザのロールを
変更したり、 この特定の（選択済み）スマート ア
カウントからユーザを削除することもできます。 

1 

1 

2 

2 

3 

3 
4 

4 



スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
Cisco Software Central でのユーザ許可解除の仕組み 

 
[内部アカウントアクセス（Internal 
Account Access）] タブの [その他の内部
アカウントアクセス（Other Internal 
Accounts Access）] で、スマート アカウ
ント管理者は、他の内部スマート アカウ
ントに対するユーザ アクセスに加え、各
内部スマート アカウント内のユーザに付
与されているロールも確認できます。 
 

1 

1 2 

2 



スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
Cisco Software Central でのユーザ許可解除の仕組み 

 [外部アカウントアクセス（External Account Access）] タブで、スマート アカウント管理者は、ユーザ
が関連付けられている外部のスマート アカウントおよび各スマート アカウントでユーザに割り当てら
れているロールを確認できます。 
スマート アカウント管理者は、すべての外部スマート アカウントからユーザを削除できます。 
このアクションは、ユーザが会社と関係なくなり、すべての外部スマート アカウントから削除する必要
がある場合にのみ推奨されます。  
 

削除すると、ユーザと外部のスマート アカウントのすべ
ての管理者にも通知されます。  

外部アカウント管理者に特別なメッセージを追加できます。 

1 

1 

2 

2 



スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
メール通知：使用例 #1 
以下は、使用例 #1 で送信されたメール通知を示しています。この使用例では、スマート アカウント管理者
が、ユーザが会社を退職した後に、スマート アカウントからユーザをプロアクティブに削除しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
• ユーザは、確認のために管理者に送信されるスマート 

アカウントへのアクセスを再度リクエストできます。 

ユーザに送信される電子
メール： 

外部スマート アカウントの管理者に送信
されるメール： 



スマート アカウント ユーザのセキュリティと許可解除 
メール通知：使用例 #2 

 以下は、使用例 #2 で送信されたメール通知を示しています。この使用例では、ユーザが Cisco.com ID プロファイルでプ
ライマリ メール アドレスを更新したことにより、ユーザはすべての現在のスマート アカウントから自動的に削除されます。 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
• スマート アカウント管理者は、スマート アカウ

ントにユーザをもう一度追加できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• ユーザは、確認のために管理者に送信されるスマート 
アカウントへのアクセスを再度リクエストできます。 

ユーザに送信される電子
メール： 

外部スマート アカウントの管理者に送信
されるメール： 



カスタマーサポート 
問い合わせ 

 
スマート アカウント・スマート ライセンスの作成・利用方法について問題や質問がある場合は、以下の
シスコの標準プロセスを使用して弊社TAC（Technical Assistance Center）にお問合せ頂くことができます。 
 
 
 
 
 
 

 
 

スマートアカウント・スマートライセンスのサポート時間（日本語サポート） 
シスコ営業日 平日 9:00 – 17:00  
※スマートライセンス・アカウントに関するお問い合わせは原則Severity 3 または 4 対応となります

（サービス断・ネットワークダウンではないため) 
※英語サポートは 24x7 にてご利用いただけます licensing@cisco.com までお問い合わせください。 
 
 
 

Online 
Email Phone 

japan-tac@cisco.com  0120-608-802  
* ログイン後、画面右上の「日本語」を選択ください 

mailto:licensing@cisco.com
https://mycase.cloudapps.cisco.com/case
mailto:japan-tac@cisco.com
http://www.cisco.com/cisco/web/support/JP/cisco_worldwide_contacts.html
mailto:japan-tac@cisco.com
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